
h什

ムム

原

安

夫

二
六
八

品
川
年
間
水
田
雑
草
種
子
の
埋
土
ミ
そ
の
溌
芽

て
緒

雷

、J

M
M

司
自
・
〉
・
《
一
八
九
日
一
V
Gは
森
林
の
土
を
深
さ
八
、
八

l
』
六
、
二
ハ

l
二
四
糎
の
三
暦
に
於
て
、
一
ニ
O
糎
平
方
形
の
土
塊
を
採
っ
て
、
温
室

に
て
聾
芽
試
験
を
た
し
た
る
底
、
以
前
矢
張
り
森
で
あ
っ
た
底
よ
り
は
森
林
杭
物
の
み
を
費
生
し
、
以
前
畠
叉
は
牧
地
で
あ
っ
た
と
と
ろ
よ

り
は
特
費
す
る
森
林
植
物
を
除
い
て
、
畠
叉
は
牧
地
の
植
物
が
費
生
し
た
・
と
の
結
果
ニ

O
l四
六
年
間
と
れ
等
の
種
子
は
、
地
中
で
休
眠

生
存
し
て
居
っ
た
と
結
論
し
た
.

，F

、J

近
藤
博
士
山
い
の
著
書
に
は
埋
土
と
種
子
の
帯
命
に
闘
す
る
一

O
篇
の
文
献
例
が
あ
る
が
、
回
E
Fい

『

-
g・
同
〈
一
八
究
)
は
地
中
ニ

O
吋
の
深

さ
に
砂
と
共
に
鉢
に
入
れ
た
種
子
二
三
種
生
遁
賞
な
漏
集
を
興
へ
て
埋
め
て
試
験
し
た
る
に
、
二
五
年
目
向
殻
芽
ず
る
も
の
は
ア
ヲ
ピ
品
、

ナ
ヅ
ナ
、
黒
芥
子
、
セ
イ
ヤ
ウ
グ
シ
パ
イ
ナ
ヅ
ナ
、
メ
マ
ツ
ヨ
ヒ
グ
サ
、
ボ
ン
ト
ク
タ
デ
、
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
、
ナ
ガ
パ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、
キ
ン
ヱ

コ
ロ
、
ハ
コ
ぺ
等
一

O
種
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
・

ω同日
F

Q
・
出
は
七

O
年
来
初
め
て
地
底
を
表
し
た
泥
土
を
費
芽
試
験
に
供
し
た
る
に
、
・

オ
ホ
パ
コ
・

2
空
会
は
英
国
ロ

1
ザ
ム
ス
テ
ツ
ド
農
事
試
験
場
。
回
場
よ
り
五
八
年
以
之
埋
も
れ
た
が
ら
生
芽
し
た
雑
草
種
子
が
あ
る
と
述
べ
た
.

=
シ
ジ
ン
、

ユ
ハ
ヤ
ナ
ギ
、

ナ
ガ
パ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、

ァ
ヵ
・
ツ
メ
ク
サ
等
の
種
子
は
蛮
芽
し
た
と
云
ふ
。
回
目

E
R司・

4
戸

開

U
S同
-ESE-
烈・円一九一
ov
は
雑
草
種
子
は
近
縁
な
る
作
物
種
子
よ
り
も
埋
土
に
於
て
帯
命
が
長
い
と
云
ふ
。



、ー

大
賀
博
士
(
一
九
呈
V

品
、
は
南
浦
酬
の
泥
茨
地
に
埋
設
し
た
蓮
の
種
子
は
少
く
と
も
一
二

O
年
以
上
埋
れ
た
も
の
が
蛮
芽
し
た
と
云
ふ
。
品
開
同

博
士
の
引
用
論
文
に
よ
れ
ば
、
開

Z
田
・
〉
・
吋
・

2
8
0
は
荒
科
の
も
の
は
一
五

O
l二
五

O
年、

V
フ
ヒ
科
、
ヒ
ツ
ジ
グ
サ
科
の
或
租
は

五
O
l
一
五

O
年
生
存
す
る
.
不
法
透
性
種
皮
を
も
っ
種
子
は
空
気
中
よ
り
土
中
に
て
永
く
生
存
す
る
と
一
式
っ
た
。

勝
沼
博
士
倍
、
(
昭
和
七
年
)
は
日
本
新
石
器
時
代

2
一
、
四
千
年
前
と
見
倣
す
V

貝
塚
の
貝
中
よ
り
得
た
る
稗
、
麻
の
賓
の
中
、
稗
は
費
芽

し
て
二
糎
生
長
し
て
枯
死
し
た
と
述
ぺ
た
・
併
し
と
れ
に
よ
っ
て
三
千
年
も
稗
が
費
芽
カ
を
持
つ
も
の
と
は
直
に
は
信
ぜ
ら
れ
た
い
と
思

ふ
。
坊
間
A
M
古
き
挨
及
の
ミ
イ
ラ
よ
り
生
ぜ
し
小
要
は
、
敷
千
年
を
艦
た
も
の
が
護
芽
し
た
と
一
式
ふ
が
、
併
し
と
れ
は
共
後
の
再
試
験
に
よ

っ
て
金
ベ
否
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

以
上
司

2
F
F
F
E司
F
F
E。
宮
司
・
等
の
例
に
よ
っ
で
、
雑
草
種
子
は
埋
土
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
著
し
〈
長
く
休
眠
す
る
と

と
が
知
れ
る
・
し
か
し
著
者
は
未
だ
本
邦
水
間
雑
草
種
子
に
つ
い
て
は
新
る
報
台
の
あ
N
w
b
L
知
ら
た
い
。
た
ま
f
t
h
昭
和
}
七
年
二
月
嘗
所

昆
織
部
地
下
室
建
設
の
際
、
地
面
下
二
尺
の
位
置
に
約
四
寸
の
厚
さ
に
て
精
暗
色
b

包
帯
び
た
麿
が
償
っ
て
ゐ
る
を
見
た
の
で
よ
〈
調
査
す
る

と
、
稲
の
損
根
ら
レ
き
も
の
が
あ
る
の
で
、
そ
の
土
塊
を
埠
瓦
形
に
切
り
て
、
コ
一
箇
採
り
で
近
藤
所
長
に
伺
ひ
し
慮
、
此
の
土
地
は
大
正
二

年
に
水
田
を
埋
立
て
た
所
に
し
て
正
し
〈
水
田
の
土
暦
で
あ
る
と
云
ふ
と
と
が
明
と
た
っ
た
の
で
、
と
の
主
堂
一
部
議
乾
し

τ周
年
一
一
一
月
よ
。

り
一
九
年
二
月
ま
で
、
一
ヶ
年
聞
に
三
固
に
亘
h
v

て
費
芽
試
験
を
た
し
た
島
、
四
個
の
双
子
葉
植
物
を
蛮
生
じ
た
・
伎
に
と
の
土
壌
の
埋
土

雑
草
種
子
の
検
出
研
究
を
も
試
み
た
之
等
の
結
果
を
設
に
簡
単
に
報
告
す
る
.

(

一

〉

費

験- ー

賓

験

果

結

芽

試

品
川
年
間
水
田
雑
草
漕
子
の
哩
士
、
と
そ
の
授
芽

一一六九



品
川
年
随
水
因
縁
草
種
子
の
剛
健
土
と
そ
の
鐙
茅

二
張
。

(
1〉

第
一
回
置
床
の
結
果

昭
和
一
七
年
三
月
一
目
、
直
径
八
糎
、
高
七
糎
の
底
に
小
孔
の
あ
る
素
焼
鉢
七
箇
に
埋
土
壌
を
粉
砕
し
て
、
水
を
盛
れ
る
シ
ャ
ー
レ
に
入

れ
て
、
自
然
に
吸
漁
す
る
様
に
装
置
し
て
、
揺
氏
二
丑
度
の
明
所
費
芽
試
験
器
に
入
れ
た
.
一
一
一
月
一
一
日
〈
置
床
後
一

O
日
V

に
一
鉢
に
一

本
の
極
め
て
小
形
取
る
双
子
葉
植
物
の
費
芽
b
t
見
た
。
し
か
し
そ
の
幼
植
物
は
子
棄
の
み
で
、
本
業
の
蛮
生
た
く
、
約
五

0
日
間
生
存
し
た

が
、
後
に
枯
死
し
た
.
そ
の
幼
植
物
拡
キ
カ
シ
グ
サ
と
思
は
れ
た
。

〈

g
v
第
二
回
置
床
の
結
果

同
年
七
月
一
ゴ
口
同
じ
く
一
一
一
一
箇
の
素
焼
鉢
に
賛
験
直
前
に
焼
い
た
川
砂
を
先
づ
入
れ
、
と
の
砂
の
上
に
、
粉
砕
埋
土
を
二
糎
の
厚
さ
に

敷
い
て
第
一
回
同
様
に
費
芽
試
験
を
注
し
た
・
温
度
は
夏
季
室
温
ち
あ
る
。
鉢
の
埋
土
の
中
の
有
機
物
が
腐
敗
を
は
じ
め
、
友
白
色
の
雛
や

小
形
の
菌
輩
を
費
生
し
て
ゐ
た
が
、

一
O
月
一
一
日
《
置
床
後
約
九

O
日
V

に
し
て
、
始
め
て
前
回
同
様
の
小
形
た
る
双
子
葉
植
物
の
費
芽

を
見
た
。
と
れ
も
同
じ
く
子
葉
の
み
で
、

一
二
月
二
日
(
蛍
芽
後
五
二
日
)
に
子
葉
が
枯
れ
初
め
た
の
で
抜
い
て
撮
影
し
た
の
が
馬
民

I
で

あ
る
・
と
れ
も
キ
カ
シ
グ
サ
と
推
定
し
た
・

‘ 

〈

8
v

第
三
回
置
床
の
結
果

同
年
一
一
月
二
五
目
、
六
箇
の
素
焼
鉢
に
第
二
回
同
様
の
鹿
理
を
た
し
て
二
五
度
に
て
費
芽
試
験
生
た
し
た
・

〈
イ

〉

一
二
月
一
一
日
〈
置
床
後
二
ハ
日
)
に
キ
カ
シ
グ
サ
と
思
は
れ
る
も
の
費
生
し
た
・
今
回
も
子
葉
の
み
で
、
本
葉
を
護
せ
や
生
育

不
良
な
の
で
坦
土
壊
が
生
育
に
悪
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
て
、
畑
土
を
焼
い
て
と
れ
に
翌
年
一
月
六
日
(
費
芽
後
二
六
日
)
に

移
植
し
た
が
、
三
日
後
に
枯
死
し
た
。



A
べ

a
v
同
年
二
月
上
旬
他
の
鉢
に
も
う
一
つ
の
幼
植
物
が
叢
生
し
た
.
今
回
は
本
業
を
一
一
一封
生
十
る
ま
で
生
長
し
た
の
で
、
一
一
一
月
一
三
日

〈
費
芽
後
約
四
O
日
〉
に
撮
影
し
た
の
が
窮
民

E
で
あ
る
・
と
の
幼
植
物
は
ミ
ゾ
ハ
コ
ペ

?
b
る
と
推
定
じ
た
.
と
れ
を
明
瞭
に
撮
影
せ
ん
と

し
て
幼
植
物
の
周
囲
に
小
委
掛
を
敷
い
た
、
そ
し
て
撮
影
終
了
後
と
れ
を
丁
寧
に
除
去
し
た

が
、
幼
植
物
の
周
囲
に
徹
を
生
じ
絡
に
三
月
一
一
一
一
日
〈
費
芽
後
約
五
。
日
V

に
枯
死
し
た
.・

以
上
三
回
費
生
し
た
幼
植
物
は
キ
カ
シ
グ
サ
で
あ
る
ど
推
定
し
た
が
、
前
れ
も
子
葉
の
み

で
本
葉
を
費
生
せ
右
y
に
、
費
芽
後
何
れ
も
約
五
O
日
で
枯
死
し
た
・
四
回
目
の
幼
植
物
は
ミ

グ
ハ
コ
ベ
と
推
定
し
た
・
と
れ
は
本
葉
三
封
生
や
る
ま
で
伸
長
し
た
が
、
取
扱
を
誹
っ
た
詩

か
、
と
‘
れ
も
蜜
芽
後
約
五
O
日
で
枯
死
し
た
.

2
-
v
埋
土
雑
草
種
子
検
奈
の
結
果

赤
鹿
島

σは
一
・
五
以
上
の
比
重
液
に
よ
っ
て
土
壌
中
の
雑
草
種
子
の
分
析
法
を
案
出
し

た
.
民
の
方
法
医
よ
る
提
酸
加
里
五

odw液
b
L
使
用
、し
て
、
埋
土
の
雑
草
種
子
を
調
査
し
て

見
た
・

〈

l
v

第

回
調
査
〈
昭
和
一
八
年
二
月
測
定
〉

埋
土
を
粉
砕
し
て
一

O
瓦
宛
四
回
取
っ
て
測
定
し
た
.
雑
草
種
子
の
検
出
は
ル
l
ベ
に
吃

2 2 2 

第一表

水田土鍋1寸

グ 2寸

3寸

4寸

卒

" 
曹

行
っ
た
.
著
者
は
嘗
て
昭
和
一
六
年
に
水
稲
刈
取
直
後
の
土
を
て
こ
、
一
一
一
、
四
寸
の
深
さ
に
採
っ
て
調
査
し
た
と
と
が
あ
る
の
で
、
併
記

し
て
比
較
封
照
す
る
と
、
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

品
川
年
間
水
田
雑
草
種
子
の
縄
土
と
そ
の
震
芽

二
七



品
川
年
間
水
回
線
車
種
子
の
樗
土
と
も
の
授
芽

第
一
表
に
よ
っ
で
水
悶
乾
燥
土
壌
一

O
g
中
に
平
均
了
八
七
、

ご
七

埋
土
に
は
平
均
一
・
七
五
の
雑
草
種
子
を
得
た
が
、
+
亦
盛
氏
の
聞
に
て

(
2〉

第
二
回
調
査
(
周
年
二
月
測
定
〉

l雑草軍事子
の果穏皮

平
均
二
・
六
二
、
畑
に
て
平
均
四
・
同
一
で
あ
る
と
云
ふ
敢
に
比
較
す
れ
ば
少
い
。
よ
っ
て
設
に
撰
犬
度
の
低
い
ル
1
ぺ
検
査
は
、
徴
小
種
子

を
見
落
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
第
二
回
調
査
に
は
双
眼
顕
微
鏡
に
よ
っ
て
検
費
し
た
e

一
・
五
四
の
比
重
液
に
於
て
土
砂
は
大
僅
沈
下
し
て
、
有
機
物
と
雑
草
種
子
は
浮
ぶ
の
で
あ
る
が
、
と
れ
を
土
砂
が
入
ら
ぬ
様
に
注
意
し

て
、
液
を
木
綿
(
布
同
の
細
い
も
の
V

に
て
遁
過
す
る
と
有
機
物
と
種
子
L
C

少
量
の
土
砂
が
木
綿
に
留
る
。
程
〈
水
洗
し
て
土
砂
を
椛
し
去

で
つ
、
と
の
木
綿
が
未
だ
十
分
乾
か
た
い
内
に
双
眼
願
徴
鏡
一
三
倍
或
は
二
二
供
奉
に
℃
、
木
綿
を
勤
し
て
隅
か
ら
隅
ま
で
全
部
視
野
に
出

土壌10&中の検出種子の敷

内容のある雑草穂子

噌

4
n
d
u
n
o
n
-
Y

7 

8 1 h) 担

第二表

8 

11 

4(内"'"カシグサ1粒〉

7(府庁 1h) 

4 

5(庁

し
て
精
検
し
た
・
今
回
の
検
査
に
於
て
、
牛
ば
折
自
に
入
り
と
ん
だ
キ
カ
シ
グ
サ
の
種
子
を
も
認

麓個
晴録度宇都主内

8.5 

ハ
コ
ベ

め
る
と
と
が
出
来
た
・
そ
の
結
果
は
第
二
表

の
如
く
で
あ
る
・

内
容
の
充
賓
し
た
キ
カ
シ
グ
サ
を
窮
民

E

上
段
の
如
喜
一
粒
JK見
出
し
も
よ
っ
て
曇

に
稜
芽
幼
植
物
一
を
キ
カ
シ
グ
サ
と
推
定
し
た

の
は
謀
り
で
は
・
な
か
ら
う
・
共
他
充
質
し
た

雑
草
種
子
は
寝
耳
W
の
如
く
で
る
る
・
果
種

卒

皮
の
み
の
も
の
に
ノ
ミ
ノ
フ
ス
マ
、

検出雑草種子の大さ第三表

丙雇事玄寸哀麗度ち志 1 キカ予!/
盤豆盟王一|のもの大き| サの大き

(長 mmi幡 町 長 山 幅=1長山偏 m

10.日 i0.29 I 0・49l 0.41 I 0.52 i 0.19 

ω2  i 0.26 I o.邸，0.回 I0.45 ' 0.17 

0.41 i 0お IO.例:0.44 I 0.駒 i0.22 

0.22 j 0.16 1 0.29 l 0.17 1 (0.珂:0.22 

0.25; 0.17 I 0.65' 0.26 I (0.59 i 0.20) 

0.26 1 0.26 I 0邸!0.85 I (0.56 i 0.24 

キカシグザ〈

子の大き

備考



同
日
開
国
国
は
埋
土
が
長
帯
を
保
つ
原
因
に
は
少
し
も
縄
れ
て
ゐ
左
い
が
、
去

aFag
は
土
層
深
く
埋
波
さ
れ
る
と
と
が
、

、，，。。

能
的
良
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
ら
ん
と
云
っ
た
・
開
d

句
協
同
揖
く
は
種
手
が
長
袴
を
有
す
る
は
、
長
年
月
乾
燥
宰
祭
に
慌
た
れ
る
と
と
、
並
に
賞

、j・
0

科
種
子
に
見
る
如
く
・
不
法
透
種
子
は
集
中
よ
り
も
埋
土
中
で
よ
り
長
く
保
た
れ
る
と
連
ペ
た
.
著
者
く
は
轟
に
多
く
の
本
邦
雑
草
種
子
は

好
光
性
種
子
で
あ
る
と
費
表
じ
た
が
、
と
れ
に
閥
聯
ず
み
賓
験
と
し
て
、
昭
和
一
五
年
一
二
月
に
覆
土
の
深
さ
と
費
茅
と
の
閥
係
を
調
査
し

，
 

.. 

内ソ

た
結
果
一
・
五

m
の
領
土
で
は
微
小
な
る
好
光
性
種
子
は
費
芽
し
な
い
と
と
を
認
め
て
ゐ
る
《
未
費
表
〉
・
其
後
到
着
し
た
項
目
乱
。
竺
白
ov

保
存
作
用
に
可

等
と
認
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。
《
窮
民

V
参
照
〉

柑
と
れ
等
の
大
さ
を
測
定
し
た
結
果
の
例
を
第
三
表
に
掲
げ
る
。

第
三
表
に
よ
っ
て
、
雑
草
種
子
は
微
小
友
る
故
に
、
そ
の
土
壌
槌
子
検
出
分
析
に
は
双
眼
解
剖
願
微
鏡
の
使
用
に
よ
っ
て
、
精
検
乞
要
す

る
と
と
を
知
っ
た
・

以
上
の
結
果
に
よ
っ
て
、
埋
土
さ
れ
た
或
る
雑
草
種
子
は
、
=
一

0
ヶ
年
間
殆
ん
H
C
腐
敗
す
る
と
と
も
仏
〈
臨
時
存
し
た
も
の
と
認
め
る
と
と
が

出
来
る
、
九
か
し
そ
の
褒
芽
し
た
も
の
は
是
等
の
種
子
の
全
部
で
た
く
し
て
一
部
で
あ
っ
た
・

-E
守

考

察

品
川
年
耐
水
田
雑
草
温
子
の
纏
土
、
と
そ
の
量
芽

ニ
七
三

の
書
に
撮
れ
ば
、
多
く
の
雑
草
種
子
は
土
表
面
或
は

0
・五

i
一
吋
の
覆
土
ま
で
容
易
に
費
芽
す
る
が
、

一
吋
以
上
の
深
さ
で
は
褒
芽
せ
歩

数
年
間
休
眠
す
る
・
そ
れ
故
深
く
耕
起
す
る
と
雑
草
費
生
を
増
オ
傾
向
が
あ
る
と
述
べ
た
。

大
賀
博
士
会
九
一
石
V

は
、
泥
農
地
の
蓮
種
子
が
長
命
た
る
は
呆
賓
中
の
座
の
原
形
質
が
離
間
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
と
の
場
合
探
聞
は
誼



品
川
年
限
水
田
雑
草
温
子
の
慢
土
、
と
そ
の
畿
芽

二
七
回

子
が
温
度
と
漁
度
に
左
右
せ
ら
れ
る
が
、
と
の
果
賓
は
堅
い
皮
を
も
っ
て
ゐ
て
、
そ
の
原
形
質
の
灘
間
ず
る
ま
で
は
極
め
て
長
い
年
月
が
か

か
る
も
O
と
思
は
れ
る
。
大
賀
博
士
は
蛋
白
質
擬
聞
に
つ
い
て
、

レ
ベ
シ
ユ
キ
ン

(
2
2
2
2
(一
九
一
三
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
公
式
か

ら
、
蓮
の
佐
原
形
質
の
艶
聞
は
倫
幾
千
年
の
生
命
が
あ
る
と
推
定
し
て
ゐ
る
。
著
者
が
調
査
し
た
埋
土
水
田
雑
草
種
子
の
内
の
一
部
で
あ
る

キ
カ
シ
グ
サ
、
ミ
ゾ
ハ
コ
ベ
は
費
芽
し
た
が
、
と
れ
は
微
小
た
る
種
子
に
し
て
種
皮
も
薄
く
且
つ
容
日
仰
に
吸
水
ず
る
も
の
と
思
は
れ
る
種
子

で
あ
る
が
、
一
二

0
ヶ
年
生
命
壬
金
ふ
し
て
ゐ
た
と
と
は
?
恐
ら
く
宰
集
の
不
足
と
、
低
温
と
の
た
め
蛮
芽
の
機
舎
を
得
ゃ
に
、
休
眠
を
齢
儀

キ
カ
シ
グ
サ
と
推
定
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
子
葉
の
み
費
生
し
て
、
強
芽
後
約
五

O
日
で
枯
死
し
た
。
ミ
ゾ
ハ
コ
ザ
ペ
と
思
は
れ
た
も
の
は
、

な
く
せ
ら
れ
、
所
調
仮
死
の
欣
態
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
.
水
揚
は
首
時
測
定
を
紙
い
た
が
、
手
に
で
握
り
し
め
れ
ば
回
る
程
度
で
相

嘗
そ
の
土
壌
は
水
分
を
含
ん
で
ゐ
た
。

本
葉
を
一
一
一
針
生
守
る
き
で
伸
長
し
た
が
搬
の
た
め
か
枯
死
し
た
・
と
れ
も
五

O
日
後
で
あ
っ
た
・
と
の
枯
死
の
原
因
は
蛮
芽
後
の
温
度
、
水

掴
輔
が
生
育
に
不
遁
首
で
あ
る
か
、
又
は
埋
土
壌
そ
の
も
の
に
容
作
用
が
あ
る
か
、
印
ち
斯
る
外
的
保
件
に
よ
る
も
の
た
る
か
、
或
は
埋
土
雑

草
種
子
は
既
に
衰
弱
し
て
を
つ
て
辛
う
じ
て
費
芽
の
み
の
絵
力
在
費
し
た
に
す
ぎ
た
い
か
明
か
で
な
い
。
M
U

回
目
胃
は
二

O
l四
六
年
埋
土
種

子
で
種
子
形
式
ま
で
生
育
を
金
し
た
も
の
が
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。
他
方
長
期
貯
蔵
種
子
は
蛮
芽
に
異
欣
哉
芽
が
多
く
、
そ
の
生
育
は
新
鮮

種
子
に
劣
る
場
合
も
屡
々
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
・
仮
死
欣
態
に
あ
る
も
の
も
徴
弱
た
が
ら
化
接
的
費
化
を
起
し
て

y
所
調
、
原
形
質
の
凝
周
卸

ち
虞
正
の
死
に
向
っ
て
衰
弱
し
つ
h

あ
る
と
と
は
事
貨
で
あ
ら
う
.
兎
も
角
、
水
田
雑
草
種
子
の
埋
土
さ
れ
る
場
合
、
一
一
一
0
ヶ
年
も
生
命
を

金
ふ
し
て
ゐ
る
と
と
を
見
た
が
、
績
け
て
生
育
せ
し
め
る
と
と
は
出
来
・
な
か
っ
た
・



赤.m 

光
市

農
地
雑
草
の
土
皿
種
子
の
検
出
法
と
裳
の
一
成
鐙

農
業
及
園
町
劃

一
五
省

阿
蹴

丸
八
七
i
え
九
O

昭
和
一
五
年

置、

摘

要

て

三

0
年
間
地
面
二
尺
下
に
担
渡
し
た
水
田
雑
草
種
子
の
土
壌
検
出
と
費
芽
試
験
宣
行
っ
た
・

二
、
土
壌
検
出
の
結
果
埋
土
一

O
g中
、
平
均
内
容
の
あ
る
雑
草
種
子
五
粒
と
、
果
種
皮
の
み
に
て
内
容
の
た
い
粒
在
八
・
五
粒
得
た
。

三
、
昭
和
↓
七
年
三
月

l
一
八
年
二
月
の
一
ヶ
年
に
、
一
一
一
回
費
芽
試
験
を
行
っ
て
、
コ
一
本
の
キ
カ
シ
グ
サ
と
推
定
さ
れ
る
幼
植
物
が
費
生
し

一
本
の
ミ
メ
ハ
コ
ペ
と
思
は
れ
る
幼
植
物
は
、
本
葉
を
一
一
{
罰
金
や
る
ま
で
生

た
が
、
子
葉
の
み
で
本
葉
を
生
ぜ
や
五

O
日
で
枯
死
し
た
.

長
し
た
が
、
土
面
に
徹
を
生
じ
た
る
た
め
か
、
と
れ
も
費
芽
後
約
五

O
日
で
枯
死
し
た
.

問
、
枯
死
の
原
因
は
費
芽
後
の
温
度
、
水
漏
或
は
埋
土
壌
そ
D
も
の
が
生
育
に
不
適
営
の
鑓
で
あ
る
か
、
担
土
雑
草
種
子
が
衰
弱
し
て
ゐ
る

た
め
で
あ
る
か
は
判
明
し
た
い
。

五
、
費
芽
雑
草
種
子
は
哩
土
雑
草
種
子
の
一
部
で
あ
る
・
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I…附加17ヰ lU昂ムl口飯芳・'.J.i.:周辺同Ilt勧 キカシグサ (xJ.匂〉

K'・・全 18年 2周上句麗芽・・・3用13日撮影 ミグハコペ (x15) 

1[.・・樫土中の内容のあるキカシグサ麓子く上段〉と昭和16年11周採集の
キカシグサ種子〈下段〉の比鮫 (x18) 

IY"・樫土中の内容のある雑草種子 (x18) 
v...埋土中の雑草種子の泉麓皮のみのもの (x18) 


